
 
 
 
 
 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

 
 

秋
風
が
、
颯
颯
（
さ
っ
さ
つ
）
と
し
て
、
関
門
の

秋
も
深
ま
り
ゆ
く
昨
今
、
神
橋
（
し
ん
ば
し
）
を
渡

る
と
目
に
入
る
、
楓
（
か
え
で
）
も
、
よ
う
や
く
紅

が
濃
く
色
づ
き
は
じ
め
ま
し
た
。 

 

◇
先
日
の
十
七
日
（
土
）
よ
り
十
九
日
（
月
）
ま
で
、

実
家
に
帰
省
し
ま
し
た
。 

そ
れ
は
、
熊
本
県
宇
城

市
（
う
き
し
）
豊
野
町
（
と
よ
の
ま
ち
）
に
鎮
座
（
ち

ん
ざ
）
す
る
小
熊
野
神
社
、
私
の
実
家
で
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
神
社
の
例
祭
を
奉
仕
す
る
た
め
で
す
。 

宮
司
で
あ
る
父
と
禰
宜
（
ね
ぎ
）
で
あ
る
兄
と
親
子

三
人
で
御
奉
仕
が
叶
い
、
喜
び
も
一
入
（
ひ
と
し
お
）

で
あ
り
ま
し
た
。 

特
に
、
例
祭
日
の
十
八
日
は
、

早
朝
よ
り
三
方
（
さ
ん
ぼ
う
、
お
供
え
物
を
の
せ
る

台
）
に
、
炊
き
出
し
の
御
飯
に
お
酒
、
さ
ら
に
は
大

根
、
人
参
、
里
芋
そ
れ
ぞ
れ
、
ぶ
つ
切
り
に
し
た
も

の
を
三
切
れ
づ
つ
、
炒
子
（
い
り
こ
、
小
さ
な
雑
魚

を
炒
っ
て
干
し
た
も
の
）、
そ
し
て
、
塩
と
水
を
お

供
え
し
た
も
の
を
十
二
台
、
調
（
と
と
の
）
え
ま
し

た
。 

こ
れ
を
神
饌
弁
備
（
し
ん
せ
ん
べ
ん
び
）
と

い
い
ま
す
。 

早
速
、
御
神
前
に
お
供
え
を
済
ま
せ

る
と
、
前
日
が
雨
で
あ
っ
た
為
に
、
拝
殿
前
の
清
掃 

     

が
出
来
な
か
っ
た
の
で
、
ひ
た
す
ら
、
掃
除
に
あ
け

く
れ
ま
し
た
。 

午
前
十
時
半
か
ら
の
祭
典
は
正
午

ま
で
か
か
り
ま
し
た
。 

小
熊
野
神
社
に
は
、
古
く

か
ら
伝
わ
る
神
楽
舞
（
か
ぐ
ら
ま
い
）
が
あ
り
ま
し

て
、
一
年
に
一
度
、
例
祭
日
に
御
神
前
に
奉
納
し
ま

す
。 

私
も
小
学
校
五
年
生
か
ら
、
最
初
は
舞
人
（
ま

い
び
と
）、
次
に
「
ジ
ャ
ガ
ラ
ン
」
と
い
う
打
楽
器
、

そ
し
て
太
鼓
と
一
通
り
マ
ス
タ
ー
し
ま
し
た
。 

今

は
、
兄
が
太
鼓
、
兄
の
長
男
が
ジ
ャ
ガ
ラ
ン
、
兄
の

次
男
が
舞
人
と
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

 
母
や
義
姉
は
、
神
事
の
後
の
直
会
（
な
お
ら
い
）

の
準
備
を
し
た
り
と
慌
た
だ
し
く
、
実
家
の
例
祭
は
、

一
家
総
動
員
で
あ
り
ま
す
。 

左
の
写
真
が
、
小
熊

野
神
社
で
す
。 

 
 
 
 

 

◇
「
五
風
十
雨
（
ご
ふ
う
じ
ゅ
う
う
）」
と
い
う
言

葉
、
み
な
さ
ん
、
御
存
知
で
し
た
か
。 
五
日
に
一

度
風
が
吹
き
、
十
日
に
一
度
雨
が
降
る
、
風
雨
そ
の

時
を
得
て
、
農
作
上
好
都
合
で
あ
る
と
い
う
事
で
す
。

「
五
風
十
雨
」
で
あ
れ
ば
、
稲
も
穀
物
も
豊
作
で
あ

り
、
天
下
太
平
な
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。 

「
二
十

世
紀
に
石
油
を
め
ぐ
り
衝
突
し
た
よ
う
に
、
二
十
一

世
紀
は
、
水
資
源
を
め
ぐ
る
国
家
間
の
衝
突
が
起
こ

り
う
る
」、
こ
の
発
言
は
、
九
月
上
旬
に
ロ
シ
ア
の

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
会

議
の
首
脳
会
議
が
開
か
れ
た
際
、
ベ
ト
ナ
ム
の
チ
ュ

オ
ン
・
タ
ン
・
サ
ン
国
家
主
席
か
ら
発
せ
ら
れ
た
警

告
で
す
。 

そ
も
そ
も
地
球
上
の
水
は
、
九
十
七
．

四
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
海
水
で
、
淡
水
は
、
二
．
五
三

パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
の
淡
水
も
大
部
分
が
氷
河
な
ど
に

閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
て
、
利
用
で
き
る
の
は
、
わ
ず

か
に
〇
．
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。 

ほ
ん
の
「
一
滴
」

な
の
で
す
。 

水
の
需
要
と
消
費
は
こ
の
五
十
年
間

で
三
倍
に
膨
（
ふ
く
）
ら
ん
だ
そ
う
で
、
そ
の
要
因

は
、
世
界
人
口
の
急
激
な
増
加
に
伴
い
、
生
活
用
水

は
も
と
よ
り
、
食
糧
の
増
産
に
大
量
の
水
が
費
や
さ

れ
る
こ
と
に
あ
る
そ
う
で
す
。 

国
連
は
、
世
界
の

約
七
十
億
人
の
う
ち
七
億
人
が
水
不
足
の
状
況
に

お
か
れ
て
い
て
、
今
世
紀
半
ば
ま
で
に
最
大
六
十
か

国
七
十
億
人
、
少
な
く
と
も
四
十
八
か
国
二
十
億
人

が
水
不
足
に
陥
（
お
ち
い
）
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。 

チ
ュ
オ
ン
・
タ
ン
・
サ
ン
国
家
主
席
の
発
言
も
、
誇

張
（
こ
ち
ょ
う
）
で
は
決
し
て
な
い
の
で
す
ね
。 

 

◇
こ
の
よ
う
な
状
況
下
の
中
で
の
、
こ
の
「
五
風
十

雨
」、
か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
言
葉
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

世
界
で
は
、
ほ
ん
の
「
一
滴
」
の
水
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も
、
こ
の
日
本
は
、
豊
か
で
潤
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。 

目
に
は
見
え
な
い
け
れ
ど
も
、
大
自
然
の
恵
み
、
神

の
御
加
護
が
、
広
大
無
辺
（
こ
う
だ
い
む
へ
ん
）
で

あ
る
事
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。 

◇
来
月
は
、
衆
議
院
選
挙
で
す
よ
ね
。 

「
第
三
極
」

の
動
向
が
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

実
は
、
地
理

用
語
で
「
第
三
極
」
と
言
え
ば
、
北
極
・
南
極
、
そ

し
て
、
世
界
最
高
峰
の
エ
ベ
レ
ス
ト
の
事
だ
そ
う
で

す
ね
。 

十
九
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
の
牧
師
で
あ
っ
た

Ｊ
ク
ラ
ー
ク
は
、「
政
治
家
は
次
の
時
代
を
考
え
る

が
、
政
治
屋
は
次
の
選
挙
を
考
え
る
」
と
述
べ
ま
し

た
。 

国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
プ
ラ
ス
成
長
が

望
め
な
い
時
代
、
人
間
と
し
て
精
神
面
で
の
豊
か
さ

に
価
値
を
見
出
し
、
国
民
全
体
の
幸
福
度
で
あ
る
国

民
総
幸
福
量
（
Ｇ
Ｎ
Ｈ
）
を
向
上
さ
せ
て
く
れ
る
政

治
家
が
選
ば
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

◇
「
他
人
と
過
去
は
変
え
ら
れ
な
い
が
、
自
分
と
未

来
は
変
え
ら
れ
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。 

厳
し
い
時
代
で
す
が
、
あ
れ
が
悪
い
こ
れ
が
悪
い
と

人
や
社
会
を
責
め
る
気
持
ち
を
捨
て
て
、
当
た
り
前

の
事
や
身
の
周
り
に
起
こ
る
す
べ
て
に
感
謝
の
心

を
持
っ
て
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。 

感
謝
の
心
を

忘
れ
な
い
、
こ
の
こ
と
が
、
神
の
道
へ
と
つ
な
が
り

ま
す
。 

そ
の
こ
と
が
自
分
を
変
え
て
い
く
過
程
で

も
あ
り
、
山
の
最
高
峰
で
あ
る
「
第
三
極
」
に
至
る

道
の
り
で
も
あ
り
ま
す
。 

心
が
け
た
い
も
の
で
す

ね
。 

御
自
愛
を
心
か
ら
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

◇
十
月
の
祭
典
行
事
報
告 

▼
月
次
祭 

＊
十
月
一
日
、
十
五
日 

▼
六
連
島
八
幡
宮
例
祭 

＊
十
月
四
日
～
五
日 

 

▼
田
の
首
八
幡
宮
例
祭 

＊
十
月
十
三
日
～
十
四
日 

▼
明
神
社
例
祭
、
舞
子
島
八
幡
宮
例
祭 

＊
十
月
十
五
日 

 

▼
神
宮
神
嘗
祭
奉
祝
祭 

＊
十
月
十
七
日 

 
 

▼
朝
粥
会 

＊
十
月
十
八
日 

 
 

※
倫
理
法
人
会
の
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
も
兼
ね
開
催 

 

▼
秋
季
例
大
祭 

＊
十
月
二
十
日
～
二
十
一
日 

 

▼
西
山
小
三
年
生
参
拝 

＊
十
月
二
十
六
日 

 

▼
彦
島
八
幡
宮
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

◇
十
一
月
の
祭
典
行
事
報
告
な
ら
び
に
予
定 

 

▼
月
次
祭 

＊
十
一
月
一
日
、
十
五
日 
 

▼
龍
宮
神
社
例
祭 

＊
十
一
月
三
日 

 
▼
明
治
祭 

＊
十
一
月
三
日 

 
▼
彦
島
第
二
保
育
園
園
児
参
拝 

＊
十
一
月
六
日 

 

▼
福
浦
金
刀
比
羅
宮
月
次
祭 

＊
十
一
月
十
日 

 

▼
福
浦
金
刀
比
羅
宮
注
連
縄
お
ろ
し 

十
一
月
十
八
日 

 

▼
朝
粥
会 
＊
十
一
月
二
十
一
日 

 
 

※
倫
理
法
人
会
の
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
も
兼
ね
て
開
催 

 

▼
彦
島
八
幡
宮
新
嘗
祭 
＊
十
一
月
二
十
三
日 

 

▼
六
連
島
八
幡
宮
新
嘗
祭 
＊
十
一
月
二
十
四
日 

◇
十
一
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
活
動
報
告
な
ら
び
に
予
定 

  

▼
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

◇
維
蘇
志
会
役
員
会 

＊
十
一
月
八
日 

 
 

◇
敬
神
婦
人
会
役
員
会 

＊
十
一
月
九
日 

 
 

◇
彦
島
八
幡
宮
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
反
省
会 

 

＊
十
一
月
十
二
日 

 
 

◇
敬
神
婦
人
会
研
修
旅
行 

＊
十
一
月
二
十
五
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 
 

◇
下
関
支
部
総
代
敬
婦
合
同
研
修
会 

＊
十
一
月
六
日 

 
 

◇
支
部
三
役
会 

＊
十
一
月
二
十
八
日 

 
 

◇
神
政
連
山
口
県
本
部
街
頭
遊
説 

＊
十
一
月
二
十
八
日 

 

◇
支
部
幹
事
会 

＊
十
一
月
二
十
九
日 

 

▼
西
ロ
ー
タ
ー
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 
 

◇
例
会 

＊
十
一
月
七
日
、
十
四
日
、
二
十
八
日 

 
 

▼
人
権
擁
護
委
員
活
動 

 
 

◇
心
配
ご
と
相
談
（
彦
島
公
民
館
）
＊
十
一
月
一
日 

 
 

◇
米
子
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と
の
交
流
会 

＊
十
一
月
七
日 

 

▼
講
演
活
動 

◇
神
社
庁
阿
萩
支
部
阿
北
分
会
に
て

講
話 

 

＊
十
一
月
九
日 

◇
下
関
商
工
会
議
所
定
例
常
議
員
会
に
て
講
演 

 

＊
十
一
月
二
十
二
日 

 

▼
倫
理
法
人
会
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー 

 
 

＊
十
一
月
二
十
一
日
、
二
十
二
日
、
二
十
九
日 

 

▼
リ
バ
ー
ス
彦
島
例
会 

＊
十
一
月
二
日 

 

▼
教
誨
活
動
（
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
） 

 
 

◇
集
合
教
誨
（
女
子
） 

＊
十
一
月
十
二
日 

 
 

◇
集
合
教
誨
（
男
子
） 

＊
十
一
月
二
十
六
日 

 

▼
下
関
消
防
団
彦
島
分
団
第
六
部
訓
練 

 
 

＊
十
一
月
十
一
日
、
二
十
六
日 

 

▼
迫
町
自
治
会
役
員
会 

＊
十
一
月
十
四
日 


